
 

 

発
行
所
 
五
所
川
原
市
助
犯
協
会
 

瀦
厭
防
犯
協
会
豊報
係
 

I
 

五
所
川
原
市
大
町
 

印
刷
所
 
陸
奥
印
刷

株
式

会
此
 

電
話
二
〇
九
番
 

勧
き

盛

り
の

男

女
に
多

い
 

三
〇
年

度
自
殺
者
の
賓
態
 

急
増
 

の
 
原
因

1
1

何
 
か
9
 

此
の
世
に
生
れ
た
以
上
、
幸
福
な
生
活
女
八
十
八
名
、
計
三
〇
四
名
．
未
逮
に
終
！

二
一
名
．
二
名
．
匁
物
五
名
，
七
名
．
 

を
L
て
大
博
を
完
5
L
た
い
の
は
何
人
も

つ
た
も
の
、
男
七
名
、
女
、
六
ナ
三
名
、
 

銃
火
薬
五
名
、
高
所
飛
降
り
二
名
、
其

変
ら
な
い
慾
求
で
あ
る
じ
、
憲
法
に
も
す
計

一
四
二
名
、
既
．
未
題
合
計
す
る
と
四
 
の
他
二

o
名
、
八
名
，
合
計
三
り
四
名

べ
て
国
民
は
個
人
と
し
て
、
奪
重
さ
れ
、
四
六
名
に
な
る
o
即
ち
昨
年
中

は
娯
内
で
 

一
四
二
名
、
と
た
つ
て
お
り
、
首
を
吊

生
命
耐
産
及
び
幸
限
迫
求
に
対
す
る
権
利
自
ら
比
の
世
を
去
ら
ん
と
し
た
者
が
，

一
つ
た
も
の
と
銃
又
は
火
薬
を
用
い
た
も
の

が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
，
幸
臨
の
追
求
は
一九
寺
間

一
五
分
旺

に
一
名
の
割
で
あ
つ
た
ー
には
未
逐
の
な

い
の
か
注
目
さ
れ
る
‘
，
 

》
ろ
か
，
生
命
の
維
持
さ
い
困
難
な
た
め

こ
と
に
な
る
。
 

一
首
吊r

，
着
導
，
身
投
げ
 
引
・
車諏
込
み

か
，
自
ら
の
生
命
を
年

A
滑
加
し
殊
に
昨
 
自
殺
の
行
認
や
，
原
因
、
年
令
別
に
つ
ー
が自
殺
行
篇
の
代
表
の
よ
う
で
あ
る
‘
 

年
健
は
急
暗
し
た
こ
と
を
読
計
が
示
し
て
ーバ
て
調
べ
て
み
る
と
．
 

一
 原
因
で
は
，
既
逐
，
未
遂
，
病
苦
ー
ハ】
 

い
る
‘
 

行
鵬
で
は
，
毒
劇
築

に
よ
る
も
の
既
逢
 
名
ー

八
名
 
圏
世
玉
匹
名
 
一
一
一名

県
内
だ
け
の
こ
と
を
み
て
も
，
昨
年
中
 

九
三
名
，
末
召
一
一
九
名
，
溢
れ
て

一
 
精
碑
鎧
乱
「
八
名
 
ュ
r名
 
家
庫
夢
薦
 

K
自
殺
し
た
も
の
が
既
鑑
，
男
二

ー
ー
ハ名
 

o
五
名
、
投
身
五
十
五
名
．
鉄
道
軌
道
 
不
和
二

O
名
、

一
四
名
‘
特
来
を
苦
慮
 

紫
 
水
 

五
所
川
原
市
で
準
本
場
所
の
大
相

撲
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
今
年

i
 

は
一
一年
目
，
力
士
一
行
は
八
戸
興
行

を
終
っ
て
臨
時
列
卓
で
六
月
二
十
日

午
後
十
一
時
四
分
に
到
着
す
る
こ
と

に
な
つ
て
い
た
が
、
 相
撲
に
対
す
る

人
気
は
た
い
し
た
も
の
で
、
列
車
で

到
着
す
る
力
士
を
観
迎
す
る
市
民
が

駅
記
臓
場
を
埋
め
つ
く
す
程
の
人
出

で
あ
つ
た
。
 

負
騒
誌
務
話
詳

統
「
 

よ
ら
に
、
特
に
ー
ケ
小
隊
を
配
置
し

て
難
踏
の
取
締
を
行
っ
た
。
 K
係
よ

は
例
の
名
調
子
で
慶
報
活
動
を
し
て

い
た
。
 寸

描
寸

威
 

K
係
長

『皆
さ
ん
、
力
士
の
乗
っ
た

列
車
は
間
も
た
く
到
着
し
ま
す
。
 

綱
か
ら
外

（
出
な
い
で
下
さ
い
。
 

怪
我
を
す
る
こ
と
が
あ
つ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
警
察
の
指
示
に
従
っ

て
集
し
く
出
迎
い
て
下
さ
い

：
・』
 

A
腎
年
 
『彼
の
入
ァ
ま
だ
な
ん
ぼ
良

く
喋
る
人
だ
パ
 
（
自
分
の
喋
る
の

を
棚
に
あ
げ
て
）
 オ
ヌ
 ェ
だ
つ
て

若
ゲ

エ
、
き
コ

シ
タ
ラ
ゴ
ト
あ
つ

た
べ
！
不』
 

B
青
年

『
よ
く
ま
だ
網
を

4
ロ
水
ド

持
っ
て
来
た
も
ん
だ
で
パ
』
 

c
青
年

『
‘ハ
ガ
・
ん、
止
め

ろ
．
 み
ん

な
オ
ラ
ド
の
た
め
ネ
や
つ
て
る
の

だ
ネ
，
此
の
夜
中
ネ
，
ダ
稼
ぎ
テ

ァ
人
あ
る
も
ん
ダ
パ
』
 

臨
時
列
車
が
到
着
し
．
力
士
が

つ
ぎ
 

‘ノ
、
と
下
車
し
た
。
 

A
青
年

『
ア
ラ
、
あ
れ
ァ
大
晃
だ
で
 
に
宣
博
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
 

一
 

A
 盗
犯
 
の
 
防
止
 

B
青
年

『
ホ
ロ
野
郎
コ
ド
ァ
来
た
デ

ア
』
 

c
青
年

『
野
郎
相
撲
コ
ア
，
ケ
ア
テ

面
白
い
ケ
ァ
セ
』
 

相
撲
界
に
入
つ
て
修
練
中
の
い
わ
ば

序
の
口
あ
た
り
の
相
撲
を
 
『
野
郎
』
 

と
呼
ぶ
風
習
が
あ
る
ら
し
い
。
 津
軽

人
は
決
し
て
理
由
な
く
他
人
を
軽
蔑

は
し
な
い
。
寧
ろ

一
般
に
は
奪
敬
の

念
を
沸
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
 

叫
鷲
難
醜
 
軽
蔑の念
が
●
 
夏
の
犯
罪

防
止
対
策
 

未
来
の
横
綱
を
目
標
に
日
夜
精
進
 

と
れ
か
ら
暑
さ

K
向
い
盗
み
、
性
犯
罪
 

」買
誘
麟
器
持
鱗
一
』
議
麟
鴛
勲
醸競
 

備

L
た
も
つ
と
適
切
な
呼
樗
を
強
力
 
一
 
を
指
示
し
た
。
 

青
年
連
の
会
話
も
此
の
例
に
洩
れ

ず
だ
と
思
5
。
然
し
聞
く
方
の
側
か

ら
す
る
と
 
『野
郎
相
撲
』
と
（
う
語
 

力 

分
別
感
り
の
者
が
多
く
，
原
因
で
は
殆
ど

全
部
と
い
つ
て
も
艮
い
位
に
、
精
紳
的
女

一も
の
許
り
で
あ
る
。
 死
ぬ
気

K
な
れ
ば
，
一
 

」ど
ん
な
苦
労
も
我
慢
出
来
る
と
も

い
わ
れ
ー
 

て
い
る
．
隣
人
愛
を
あ
ま
ね
く

L
、
地
誠

社
会
の
共
助
に
よ
つ
て
、
精
碑
的
に
溺
れ

て
吐
会
か
ら
去
ろ
う
と
す
る
も
の
を
、
 一

人
で
も
多
く
喰
い
止
め
た

い
も
の
で
あ
る
”
 

〔
ー
）
 
涼む
た
め
家
屋
を
開
放
し
た
り
L
 

戸
締
り
 
や

夜
道
に
注
意
 

ー
 

ー

ノ
ー
 
な
い
‘
 

』
 

叫
幾
倫
鮎
拶
姦

餌
讐
一
全
獲
競

）
達
昨躍

耗
笠

畿

い
疎
准I三
三名
で九
三％
を
占亮
毎

離

鉱
鶴

鋭
護

A
 

噺
塊
」
ハ由
．
」
名
，
業
務
失
敗
六
名
こ
％
に
も
達
し
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
・
 
以
上
の
統
計
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
晴
〔
己
 
滴
店

”
叫
沿

m
ぱ
冷
『
汝
 

m
名

の
順
と
な
つ

て
お
り
、
其
の
他
貧
年
令
的
に
み
た
場
合
は
二
十
才
未
浦
の
者
れ

t
も
‘
川

t
も
毎
日
ー
媒
下
で
「
人
加
 
で
は
協

き
切
ら
れ
る
虞
れ
が
あ
る
．
 
“
 

困
叱
ぱ
声
、
四
‘
既
逮
三
名
，
未
途

二
が
、
既
途
六
名
未
途
二
o
名
で
、
四
o
才
上
の
者
が
自
殺
を
企
て

い
か
こ
と
に
な
り
 
△
 

ス
 
リ
 
の
 
防
止
 

一

名
、
響
逸
放
蕩
の
末
が
、
未
逮
五
名
，
一未
補
の
者
が
、
既
途
は
二
二
五
名
で
，
七
一
年令
に
的
は
四
o
才
以
下
の
働
音
盛
り
・

〔
1
）
 薄
着
と
な
り
、
財
布
の
し
ま
い
級
 

所
が
，
 す
ぐ
判
る
の
で
，
 デ
パ
1
ト
ヤ
 

ー
一
 醗
解
”如
確
襲
麟
慧
熊
）
一
）
鷲
縫
纏
麟
 
麟鴛
議
響
『
」羅
”
野
臓
「
襲
騰
毅
『
疑
簿
騒
」綬
」
一
ふ
灘
」
護』
疑
）主
 

マ
 

基
調
と
し
て
自
白
ょ
 
姦
，

吸
火
、
加
盛

心
ず
の
兇
噂
m
 

「
あ
け
師
み
に
仮
晒
津
●
ぶ
喝
犯
 

部
内
の
技
術
者
が
噌
時
犯
罪
捜
査
 

電
話
、
短
波
通
信
 
超
短
波
多
量
 

犯
罪
で
は
稀
に
誤
認
の
起
可
引
と
一
一
 
丑
カ

t
‘
け

ー
ョ

？

i
・
 

り
も
証
隷
を
中
心
に
 
ゃ
暴
行
，

傷
害
、
恐
喝
な
ど
の
粗
 
人

を
見
雌
●
ら
と
努
刀
し

て
い
る
 

に
“
け
る
科
学
の
利
用
に

つ
い
て
 

電
信
‘

一
斉
批
令
装
比
超
価
波
電
 
加
妃

靭

m
．
毒
如

「
か
 
い
れ
 
？
 
ム
 

性
犯
罪
の

防
止
 

極
め
て
科
学
的
，
合
 

曝
犯
声
軒
並
に
増
加
し
て
お
り
唾
 
い
っ
の

時
代
ど
り
は
”
喰
方
法
●
 
研

究
を
重
ね
て

い
る
J
犯
罪
現
場
 

信
、

ハ
ン
デ
ト

ー
キ
ー
窟
身
置
譲
 

は
第
三
者
の
証
言
が
『
か
か
リ
釦

一
【
 
？
一
 

こ
れ
か
ら
痴
漢
が
横
行
す
各
ゆ
で
 

s
 

理
的
に
行
わ
れ
て
い
 
刑
法
犯
の

牛
数
以
上
を
占
め
る
窃
 

”
い
k
れ
「
）
い
血
瞬

功
・
訳
耗
？
 
で

の
現
場
富
倶
‘
遺
留
品
，
指
紋
 

と
い
つ
た
有
線
・
無
線
通
勧
網
が
 
い
』

を
忌
む
肩
め
の
か
旨

熱
 
～
 

女
の
夜
道
は
人
通
り
の
あ
る
所
を
選
ぶ
 

評
 
「

詰
勲
警
～
 

曹

大
巾に
増
え
ている0
而
も
 
報
一醐
筏
隷
発
踊

」
 
血
卿
奮溺
監
引

掛
1
1
 

気
か
男
替
霧

響
霧
 
）
黙
襲
記

応
執
設

）
 
(
2」
‘勲
割
穿
勲
割
熱
』
 

ミ
ー
 

勝
ち
な
警
察
の
調
べ
 

曳
所

m
附
国
的
叱
な
り
計
画
的
な
 

崎
利
が
？
“
口
如
？
叫
は
当
知
酬
 

m
る
資
料
は
す
べ
て
集
め
ら
れ
る
 

そ
し
て
犯
罪

D
瞳
生
手
配
緊
急
警
 
て

事
実
を
曲
げ
た
供
述
の
場
合
，
 
一一
 

逢
う
臨
に
わ
ざ
と
近
づ

い
て
来
る
男
は
 

方
に
づ
い
て
警
察
際
 
智
能
犯
傾
向

が
著
し
く
交
通
，
通
 
あ
る

か
，
巧
み
に
煙
滅
さ
れ
た
証
 
特
に

指
紋
は

一
人
と
し
て
同
じ
も
 

戒
，
犯
人
の
指
名
手
配
の
よ
5
に
 
捜
査

官
の
推
理
判
断
を
狂
わ
せ
或
 
「
 
驚
引
 

で
は
次
の
よ
ら
な
事
 

ー
 

ー
、ー

ー
、
 

ー
、、
ー

ー
、
 
ー
…
・
・
ー

ー

ー
 
ー
 
、
、
、
、
ー
ー
ー
 
捜
査
上

急
速
を
嬰
す
る
手
配
は
こ
 
は
被

疑
者
が
隈
れ
た
大
き
な
罪
を
 

【
 

（
3
）
 
怪
し
い
と
感
じ
た
時
は
知
ら
な
い
 

寺
 

実
を
あ
げ
国
民
の
公
 

一
 
の

整
浦
さ
れ
た
．
通
信
網
を
通
じ
 
蔽
ら

た
め
故
意
に
疑

い
を
認
め
る
 
一
 

家
で
あ
プ
て
も
飛
ぴ
込
ん
で
救
い
を
求
 

，
 

延
な
巾
噺

t
協
功
き
 

堕

『
 
茂

パ
 

ク
 
由
又
 
長

主
 

J
よ
 

ー
 

て
迅
速
確
実
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
 
様
な

喝
冷
も
な

い
で
は
な
い
．
捜

一
「
 

め
る
．
 

促
し
て
い
る
。
文
化
 

超
一
語
 

ル
4
タ
 
。
 

・
」
才
・
‘
 7
工
 
十
収
 

る
o
 い
わ
ゆ
る
パ
ト
ロ
ー
八
カ
ー
 
査

は
飽
迄
公
正
で
あ
リ
、
わ
ぎ
わ
 
一
 

（
4
）
 
パ
ス
で
も
劇
場
で
も
ウ
シ
ロ
か
ら
 

の
発
達
と
共
に
犯
罪
 

‘
 
》
 
は
日
夜

犯
罪
登
生
の
多
い
地
域
を
 
ざ

物
を
曲
げ
る
よ
ら
な
こ
と
は
絶
 
一
 

抱
え
こ
む
よ
う
に
し
た
り
，
わ
ざ
と
押
 

犯
 
」
搬
騒
”巌
 
ど

わ
 
よ
う
に
行

わ

れ
る

か
り
・
 
一
 錯
稽
穀
」
詳
続
難
 
謹詳
誌
「
雑鰭
籍
一
 
段
湾
者
が
あ
つ
た
ら
す
ぐ欝

を
 

一
」
護
鱗
一

信
機関
郵

な発
曹伴
っ
て
‘
七再
び取
り
出
」
勲
」

と
の
が
熱郵
い
「
り
一「
難
舞
（
」懇
一
灘

議
灘
務
一

（
お
疑
鯵
」
雄
 

4カ
 

て
い
る
の
に
対
し
て
 

貴
い
地
域
を
舞
台
と
す
る
も
の
が
 

は
容
易
で
な
い
た
め
、
自
然
科
学
 
で

あ
る
か
ら
指
紋
の
一
致
は
犯
人
 

の
且
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
・
 

（
 一
 
（

2
）
 
性
犯
罪
の
発
生
し
や
す
い
場
所
を
 

vJ
J叱
・
．・s
・
叱g
、
・（J
J‘
・
りh
・
J
J
‘
、h
?b
と
5

‘
、h
・
り、
？
《
‘
、、
下”
‘闘
」
L

・、
・
か、ら
、
・
r
・p
叱
‘
、・
かp
p
J
、
りり
・P
く
‘
、
与
、
りンP
〈
一
 、
、
・《
《
《）
‘与
・・
？
？
く
・
・
 
ー
いo
 

ー
 

か
。
 
．

曲
勲
知伽
持
割
警
誉
，
 
逃
さ
ない
よ
うにな
，
てい
魂
ト
 
検挙
の
手掛
りと
た
る
の
で
あ
る
 相
齢
琴？
鵬鷲
確
麓
耗
」
 

F
凡
「い
～
」
 

r
に
イ
舞
慧
鍛
就
羅
裟
？
 

魂
苦
心
して
い
る
 二
、こ
れ
に
対
し
国
民
みん
な
のた
 
頃
し如
何
な
る
微
細
”
もの
も曳
 
い
魂
際
紙
と
対照
琉
m
人
 
鉛
勲
初
羅
都裁
難
伽
か
 

一
噂
共
r
一
 

一
 
〔4
）
郵
馴

び
て
ケン
カ又
は
婦
女
 

ー

J
ー
 
”
『
苦
心
し

て
い
る
 
二
、
こ
れ
に
対
し
国
民
み
ん
な
の
た
 

唄
し
如
何
な
る
微
細
舜
も
の
も
曳
 

小
滴
・哨
散
源
紙
と
対
照
は
m
犯
人
 

郵
粕
知
『
如
鍬
柳
が
瑚
粉
な
伽
的
 

J
 

か
‘
 

・
二
、
、
し
艮
？
フ
」l
t
亡
I
‘
《
‘・
 
志

さ
●

ハ
よ
う
て
な
己
て

r
る
●
一
 
受
些
つ
手
卦
り
と
ユ
る
つ
で
ら
る
 
主

r
「
J
 
J
『
ー
け
‘

，i
「
、
‘「
ー
 

一
、
昭
和
三
十
年
中
 
察
は

昔
の
封
建
時
代
な
ど
は
想
像
 
三
‘
即
ち
警
察
臓
及
び
龍
道
府
県
価
 
四
、
（
に
犯
罪
捜
査
上
大
き
な
役
割
 

て
自
白
内
容
を
ひ
る
が
え
す
と
き
 

k
、
「k
に

信
し
 

ら
瞥
察
に
連
略
す
る
・
 

一
 

の
刑
法
犯
は
合
計
 

も
及
ば
い
よ
ら
な
困
難
と
斗
い
っ
 

察
本
部

K
は
鑑
叫‘

事
フ
‘
 

‘
果
し

て
い
る
の
は
警
察
通
信
で
 

な
ま
つ
た
よ
ら
に
用
い
る
ど
ら
も
 

（
5
）
 
み
だ
ら
た
言
葉
や
身
振
r
を
隣
し
 

熱
割
響
剖
ょ
 
慰
・組
勢
鳥
鯛
蛇
リ
 
諮

響
応

亀
疹
製
象
 
い
裁
識
蒙

馴
禦

乞

戸
譲
揺

籍
疑

談
轟
 

爾
v

ニ
ト
ー
 
ー
 

（
い
ー照明
設臨
をす
る
こ
と
・
 

『
証
捕
』
 
をげ
あ
る
 

目
立
つ
て

い
る
し
更
に
犯
罪
の
集
 
精
神
科

学
の
広
い
分
野
に
亘
る
色
 
を

断
走
す
る
有
力
な
き
め
手
で
あ
 

i
・
F
‘
、フ
・

i
l
？
…
 
と
巨
t
 

‘
 

一
 

避
け
る
。
 

F
 

『
正
康
「
を
ず
b
る
 

1
γ
つ
C
、
5
」
ぜ
こ
ロ
」”F
つ
奏
 
青

申
‘
斗
」Fフ
」A
、
、J予
こ
一1
5
‘
一
 
と
弄

E
r
5
」●
り
上
・
●
三
き
）
 

．
 

搾
ーナ
5
o
 

『
証
唾
』
を
げ
あ
る
 

目
「
っ
て
い
る
し
更
に
犯
罪
の
喋
 
精

神
科
学
の
広
い
分
野
に
亘
る
色
 
を

断
走
す
る
有
力
な
き
め
手
で
あ
 

報
 

広
 

会
 

協
 

巳
 

万
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・これで上い服装が・ 

夏 を 迎 え て 

た
と
に
も
鑑
み
て

一
般
に
な
お
一
層
の
粛
一
 

晦
乳
難
繊
縛

誘
蹴
諺
卿
 

一
一
「、
H‘
 
ー
ノ
 

‘
 

ノ
ー
，
 

』
I
l
 

り
と
も
見
ら
れ
る
事
例
を
報
導
し

て
い
る
」
 

I
ン
 
・
、
 
ノ
 
、
 
・
、、
 I
 
】E
ユ
 
乙
、
，
 

自
曜
血
白
は
昌
．
！
哩
到
目
あ
て
乃
」
巨
，
や
 

‘
三
 
，．く
 
ー
 

、
 
ノ
．

引，
一
馴
ス
 
ョ
ーー
 

清
実
に
惑
わ
き
れ
る
こ
と
な
く
、
冷
静
な

態
慶
で
選
挙
に
臨
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
る

選
挙
の
公
正
は
立
候
補
す
る
も
の
．
選
【れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
特
に
国
民
注
親
ゃ

が
て
こ
の
こ
と
が
各
種
の
選
畢
違
反
の

撃
に
携
わ
る
も
の
は
勿
論
、
国
民
全
体
の
ーの
的
と
な
つ
て
い
る
。
政
府
は
さ
電
頃
の
発
生
を
肪
止
し
．
ひ
い
て
は
日
本
に
》
け

其
の
自
覚

K
よ
つ
て
確
保
さ
れ
る
も
の
で
閣
議
で
参
議
院
の
選
挙
粛
正
に
つ

い
て
の
る
直
の
民
主
政
治
を
確
立
す
る
も
の
で
あ

か
る
9
第
四
回
参
議
院
議
員
選
畢
は
保
守
決
議
に
基
き
公
明
選
挙
推
進
に
関
す
る
声
る
こ
と
を
●
摘
ナ
る
と
共

K
清
く
正
し

い

革
新
の
い
わ
ゆ
る

二
大
政
薫
対
立
の
姿
で

明
を
量
表
し
，
そ
の
実
現
の
た
め
の
運
動
曜
挙
の

噴
覗
を
期
す
る
ょ
う
国
民

一
般
の

行
か
れ
る
初
め
て
の
選
挙
で
あ
る
こ
と
や
を
展
開
す
る
こ
と
、
し
て
い
る
が
、
昨
年
一
関
心で
認
識
を
高
め
た
い
と
思
う
も
の
で

憲
法
改
正
問
題
か
世
上
喧
ま

L
く
論
議
さ
行
わ
れ
た
総
選
畢
に
お
サ
る
違
反
の
実
繊
あ

る
q
 

暦
で
は
六
月
二
十
一
日
は
夏
至
で
夏
が
 い
う
 「
バ
ン
助
』
 
と
間違

5
服
装
が
多
い
罪
が

行
わ
れ
人
の
心
を
暗
く
さ
せ
て
お
り

来
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
夏
に
な
る
と
誰
顔
に
は
見
ら
れ
ぬ
よ
う
た
化
粧
を
し
，
 口
ま
す
。
 そ
の
原
因
の
ー
つ

に
夏
姿
の
淫
た

し
も
が
涼
し

K
は
赤
い
毒
々
し
い
ロ
紅
を
塗
り
、
髪
は
魅
力
が
禍
し
て
い
る
の
で
あ
！
ま
ナ
。
 

さ
を
求
め
て
黒
ん
坊
の
よ
5
K
ち
ぢ
れ
毛

K
し
て
．
薄
 
思
う
に
西
洋
か
ぷ
れ

の
し
た

r
日
本
り
 

鷲
』
」
競
難響
裳
議
競
」舞
登
話
誌
篇
 

互
に
キ
ヤ
ン
，

一一
‘
"
”
ー
 

「
．
‘
 ,
 

プ
を
つく
っ
被
蟻
姦
鍵
擢
鯵
驚
饗
 

ほ
J
P
又
痴
嘆
か
ら婦
女
子
を救
らべ
 

て
青
年
男
女
眠
置
m
に
坐
r

、
町
歩

K
出
句
嘗
鈴

の
き
て
は
な
い
か
‘
 

死
体
の
な

い
殺
人
事
件
ノ
 

ら
し
、
又
は
 

こ
れ
か
ら
は
納
涼
会
、
寄
宮
．
盆
踊
り
 

縁
側
で
心
地
ょ
く
鵬
寿
寝
を
す
る
。
 

多
く
催
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

今
を
去
る
六
年
前
の
初
夏
の
或
る
日
の
里
離

れ
た
、
N
の
村
受
持
駐
在
か
ら
傷
 

⑥
A
▼
△
マA
▼
ム
▽A
▼
A
▽
A
・
A
マ
A
▼
A
▽
A
・
△
いA
▼
⑧
 
『
覇
衛
す
る
●
い
う●
如き
は
お
よ
そ
不
【
護
暗
慧
喫
紅
濃
獲
編

共
ト
漏
難

」
漫
紳

准
冶
 

ぐ
 

者
は
目
ド
手
術
中
で
面
会
が
謝
絶
さ
れ
．
 
果

t
で
死
瞳
は
ど
う
さ
れ
た
も
の
か
？
 

り
い
旺
づ
「
d
」
」
『
い
H
ー
り
，
，一
ー

ー
し
、
I
医
師
の
職
資
上
致
し
方
が
な

い
こ
 

漁
議
欝
灘
鮮
叢
惑
（
識
鷺
難
灘
難
繊
繊
馨
）」
』難
鷺
験
 

議
灘
議臓
鯵
灘
議
難
灘
灘響
襲
鶴
驚
難
翼
（嘱
護
篇
嚢
 

m
田
れ
ば
刑
罰
も
な
い
。
自
己
の
生
命
、
 い
わ
れ
る
。
 こ
の
噴
ら
出
て
自
ら
衛
る
自
七
る
地
城
就
会
か
ら
犯
罪
者
和
出
さ
川
「
 
と
言
う
事
で
あ
つ
た
。
 

財
唾
唯
各
ス
自
ら
が
旧
己
肪
衛
以
外

毒
一
己
防
衛
の
中
で
、
特
に
各
人
が
行
ら
犯
罪
等
の
馴
か
柳
畑
策
を
加
司
‘
等
『
国
民
？
 
と
こ
ろ
で
被
害
者
に
就
い
て
調
査
し

1
 

な
か
つ
た
。
 そ
、
が
逐

J
集
団
を
形
成
す
ー
の
予
防
対策
ブ
い
わ
ゆ
る
 『
自
衛
防
犯
』
 N

一
N
の
防
和
濡
動
が
も
つ
い
も
如
果
的
と
こ

●
，
彼
の
言
う
に
は
 

」
 

喝
は
う
に
な
り
，
玉
人
組
十
人
組
取
締
等
一
と
呼
ぱ（
る
。
 こ
の
よ
う
に
見
て
し
る
と
な
措
置
と
考
え
ら
れ
る
・
 こ
こ
に
「
自
伽
 
ク
俺
の

外
に

一
人
ず
‘
鉄
砲
に
射
ん
れ
ー
 

の
周
匿
叱
そ
の
名
残
り
を
止
め
た
如
く
二
自
衛
防
犯
も
本
来
は
警
察
が
行

5
べ
き
仕
防
犯
』
 
の必
要
性
が
張
調
さ
れ
、
育
成
弧
て

死
ん
で

い
る
筈
だ
。
 f
 

一

自
衛
組
織

K
基
く
輪
番
制
に
よ
る
集
団
防
一
事
の分
野
で
あ
る
と
も
い
え
る
わ
け
で
あ
佃
か
叫
ぱ
か
る
ゆ
え
ル
引
あ
る
・
 
ー
ー
 
と
の
予
想
外
の
申
立
に
よ
り
事
件
の
概

南
に
発
展
し
た
。
 と
こ
ろ
が
社
会
組
織
が
ーる
が
、
限
ら
れ
た
警
察
力
に
は
自
ら
限
界
 
要
を

メ
モ
し
K
病
院
か
ら
二
里
程
離
れ
た

発
垂
し
幾
指
ド
手
七

L
、
哉
美

D
手
異
ド
ード
b
り
、
与
灰
匡
と
郎
を
賞
て
肇
貧
ピ
ナ
 
〔

以
下
次
号

K
続
く
）
 一u
笥

D
・
r
邦
菩
（
」
ま」
けせ
ぎ
る
を
与
ケ
 

『
選
塁
と
違
反
防
止
』
 

北
風
の
吹
く

O
O
ク
ラ
プ
等
若
電
青
年
男
女
の
集

い
が
 

が
遊
び
楽
し
姿
を
見
る
に
若
き
男
性
に
は
好
奇
心
を
そ

み
、
又
衣
類
、

り
本
能
を
呼
び
起
す
原
因
と
な
る
の
で

を
脱
ぎ
木
蔭
あ
る
。
 

其
の
他
涼
し

・
因
み
沓
狽
せ
っ

海
る

ゆ
向
を
判
囲
べ
／
 

籍
」
襲
畿
難
難
難
「

「
 

風
に
肌
を
さ

ナ
る
こ
と
を
い
う
」
 と
さ
れ
て
い
る
・
 

俺

の
外
に

一
人
殺
さ
れ

て

い
る
ノ
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一
訪
序K
目
尋
に
カ

v
n
剛m訓
m一
 
て刊
 
引
 

一
行当
時
の
状
況
は
勿
論
の
こ
と
．
簡
単
な
 

近
所
に
住
家
の
た

い
山
間
部
落
で
は
、
犯
 

,“

ー
！

‘
ー

一
 

‘
  

か
つ
た
。
 

ー
 

現
地
‘
着
い
た
の
は
鶏
鳴
腕
を
告
げ
る

午
前
三
時
牛
頃
で
あ
る
、
犯
行
現
場
で
あ

る
H
宅
に
赴
い
た
と
こ
ろ
家
人
不
在
で
隣
 

書
一青
報
す
ら
、
F
ず
る
事
ド
”
」K
●
ト
つ
セ

情
報
す
ら
入
手
す
る
事
が
出
来
な
か
つ
た
 

最
近
の
若

き
女
性
の
委
を
見
る

K
俗
に
 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
よ
く
見
る
性
的
犯
健

夜
中
，
蘇
南
地
方
の

s
警
察
署
か
ら
三
事
件
が
憂
生
し
（
被
害
者
が
頻
死
の
電
傷
 と
こ
ろ
が
肝
心
要
め
の
殺
さ
れ
た
と
い
（
 

⑨

A
●
ム
マ
A
▼
ム
▽

A
▼
ム
マ
A
▼
△
マ
A
●

A
マ
A
●
△
マ
A
▼
町
 
れ
を

防
博
喝
」
、
の
で
唯
な
い
。
 『盗
汰
魁
も

m
鴎
ん
か
し
て
も
糾
四
司
知
れ
な
い
 

，
ー
 

K
も
三
分
の
利
』
 
と
い
われ
る
よ
う
に
，

J」
り
ー
H
L
、
・
t
二
じ
「
i
…
 
‘
、
い
 

唖
‘

，
‘
て
‘
，
乙
、
‘
，
乙
て
‘
，
乙
ニ

，
‘
て
；
乙
、
‘

、
匝
 

可
能
た
こ
と
で
あ
る
・
 

事
二
名
を
睦
（
て
、
被
害
者
が
入
院
し

m
の
土
間
に
多
貴
の
血
痕
が
残
さ
れ
て
い
る
 

篇
衛
防
犯
に
つ
い
て
一
懇
一？（灘
難
難
難
競
緯
織
驚
 

m
 

総
甥
？
撒
瑠
」
舞
麹
驚
器
鷺
群
綴
鷲
艦
誌

の
果

t
一死
瞳は
どう
さ“』
務
“
 

和
に
批
会
が
複
雑化
し犯
罪
が
巧
妙
多
陰
霊
濃

撫
難

結
監
嘱

浮
ぎ
た
●
縄
。
 

緊
急
電
話

の
 

/
 

お
知
ら

せ
 

/
 

警
察
通
報
耳
用
電
話
に
つ
い
て
は
一
慶

お
知
ら
せ
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
ナ
が
‘
 利

用
が
少
な

い
の
で
も
う
一
度
お
知
ら
せ
致

し
ま
す
。
 こ
れ
は
一
般
の
方
々
が
盗
難
，
 

彊
盗
，
危
験
等
に
際
し
緊
急
に
警
察
力

の
 

］
発
動
を要
請
す
る
た
め
に
利
用
す
る
特
別

一
な
電
話
で単
に
局
の
交
換
に
警
察
と
言
え
 

ぱ
接
続
し
て
く
れ
ま
す
。
 

但
し

一
般
事
務
的
な
も
の
は
従
来
涌
リ
 

診

療
所
長
 
一

名
 

五
月
二
十
二
日
 
飯
 
詰
 
地
 
区
 

会
 
長
 
支
 

所
 
長
 

中
谷

象

太
郎
 

副
会
長
 

消
防
分
団
長
 
柴

田
根
太
郎
 

理
 
事
 
部

落
連
絡
員
 

九
名
 
消
防
園

幹
部

青
年
園
幹
部
 
六

名
 
学
 
校
 
長

郵

便
局
長
 

一
名
 
保
 
護
 

司

婦
人

会
長
 

一
名
 
民

生
委
員
 

顧
 
間
 
市
 

議
 
員
 

三
名
 

当
防
犯
協
会
で
は
四
月
三
十
日
常
任
理
事
会
開
催
後
事
業
計
画
に
基
な

其
の
運
動
を
活
澱

K
展
開
し
て
来
た
が
今
回
合
併
旧
村
の
防
犯
意
慾
が
頓

に
旺
盛
と
な
つ
て
地
区
別
の
地
区
防
犯
協
会
の
設
立
を
見
た
が
其
の
状
況

は
次
の
通
り
で
あ
る
。
倫
 

五
月
十
六
日
 
栄
 
地
 
区
 

会
 
長
 
支
 

所
 
長

副
会
長
 

消
防
分
団
長
 

（
 
婦
人
会
長

理
 
事
 
部
落
連

絡
員
 

学
 
校
 
長
 

滑
防
団
幹
部

五
月
十
六
日
 
長
 
橋
 
地
 
区
 

会
 
長
 
支
 

所
 
長
 

奔
 
藻
 
勇
 

副
会
長
 

消
防
分
園
長
 

石
岡
卯
太
郎
 

ク
 

P
T
A
連
合
会
長
 
笹
 
森
 
豊
 

作
 

・
 

習
 
事
 

、
消
防
叫幹
部
 
六

名
 
学
 
校
 
長
 
三

名
 

P
T
A
会
受
 
三

名
 
婦
人

会
幹
部
 
一
二
名

行
政
連
絡
員
 

一
二
名
 
青
年

園
幹
部
 

九
名

愛
郷
会
長
 

一
名
 
顧
問

一m議
，
駐
在
四
名
 

五
月
二
十
日
 
松
 
島
 
地
 
区
 

五
月
二
十
日
 
三
 
好
 
地
 
区
 

会
 
長
 
支
 

所
 
長
 
岡
 

田
 
久
 
市
 

各
地
区
で
は
会
則
を
設
け
事
業
計
画
を
樹
て
運
営
を
な
し
就
中
、
長
柵

地
区
に
於
て
は
防
犯
チ
ラ
シ
七
〇
O
枚
を
毎
戸
に
配
布
し
、
火
災
、
盗
難

押
責
の
予
防

K
、
又
各
部
落

K
覚
せ
い
剤
防
犯

ス
ラ
イ
ド
の
映
富
巡
回
を

た
す
等
其
の
活
踊
は
目
覚
し

い
も
の
が
あ
る
。
 

尚
中
川
地
区
は
農
繁
期
の
た
め
お
く
れ
毘
沙
門
地
区
は
合
併
の
長
富
部

落
の
編
入
を
待
っ
て
夫
●
結
成
の

は
こ
び
と
な
つ
て
る
る
。
 

副
会
長
 

消
防
分
団
長
 
灘
谷
嘉
七

郎
 

ク
 
民
生

委
員
 

高
橋
清
太

郎
一
 

、
理
 
事
 
農
協
，

共
，
土
地
組
長
 

一
一
吾
 

部
落
連
絡
員
 
九

名
 

民
生
委
員
 

」
ハ
名
 

青
年
圏
幹
部
 
五

名
 

P
T
A
会
長
 
三

名
 

学
 
校
 
長
 

三
名
 
婦
入

会
幹
部
 
二
三

名
 

会
 
長
 
支
 
所
 
長
 

対
 
罵
 
貞
 
雄
 

幹 理副 
会 

事 事長 五
所

川
原
市
防

犯
協
会
 

地
区
防

犯

協
会
結

成
さ

る
 

消
防
分
圏
長
 
工
 

藤
 
正
 
雄
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本
市
編
入
要
望
の
声
も
日
毎
に

そ
の
強
さ
を

増
し

て
い
る
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で
、
 こ
れ
ら
の
合
併
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現
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さ
し
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で

は
な
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思

い
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す
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途
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望
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。
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を
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績
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れ
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。
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。
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を
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入
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績
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．
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